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1930年代におけるオオシロピンノによるムラサキイガ
イの利用　－京都大学瀬戸臨海実験所所蔵標本から－
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要　旨
　京都大学瀬戸臨海実験所の所蔵標本より，1930年代のオオシロピンノArcotheres sinensisの標本を調
査した．1939年に和歌山県白浜町瀬戸で採集された２個体のオオシロピンノが保存された標本瓶には
宿主のムラサキイガイMytilus galloprovincialisが保存されていた。この標本の発見により，宿主特異
性の低い在来性のオオシロピンノが，日本に移入して間もないムラサキイガイを利用したことが明ら
かになった．
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１．緒言
天敵開放仮説Enemy･release･hypothesis･（ERH）･は，
移入種による移入の成功を説明するものであり，移入
した場所には原産地で移入種の個体群成長を抑えてい
た天敵（捕食者や寄生者）がおらず，また，在来性の
天敵が移入種をあまり利用しないことによって，移入
種が在来種よりも有利となるという可能性を示してい
る（Torchin･and･Lafferty,･2009）．二枚貝のイガイ類の
移入に関連しては，天敵として寄生性のカクレガニ
類が注目されている（Miller･et al.,･2008;･Yamada･et al., 
2009）．
アジア原産のホトトギスガイMusculista senhousiaの
ニュージーランドへの侵入に関連して，在来のカクレ
ガニ類Pinnotheres novaezelandiaeのホトトギスガイへ
の寄生は在来性イガイ類のPerna canaliculusよりも低
いことが明らかになっており，ERHにあてはまると考
えられている（Miller･et al.,･2008）．また，高知県浦ノ
内湾において，近年，南方性の移入種ミドリイガイP. 
viridisの密度が急増しているが，原産地における寄生
者Arcotheres placunaeは分布せず，その代わり，在来
種のオオシロピンノArcotheres sinensis （=･Pinnotheres 
sinensis）がミドリイガイを利用することが明らかに
なった（Yamada･et al.,･2009）．しかし，オオシロピン
ノの寄生率は，在来種であるムラサキインコSeptifer 
virgatusやヒバリガイモドキHormomya mutabilisでは10
～20%程度であるのに対し，移入種であるミドリイガ
イへの寄生率は１～３%であり，ERHで説明できる可
能性が示唆されている（Yamada･et al.,･2009）．
ERHでは，時間の経過とともに在来性の天敵が移
入種を利用し始めることによって，天敵開放の状態が
解除されることも示している（Torchin･and･Lafferty,･
2009）．ムラサキイガイMytilus galloprovincialisは日
本に遅くとも1932年には移入していた温帯性の外来種
である（岩崎ほか，2004）が，現在，ムラサキイガイ
は高い寄生率でオオシロピンノに利用されている･（植
田・河野,･1987;･大垣,･1997）．しかし，ムラサキイガイ
の移入初期におけるオオシロピンノ寄生状況について
は情報が得られていない．本報告では，京都大学瀬戸
臨海実験所の所蔵標本を調査し，オオシロピンノが移
入初期のムラサキイガイを利用していたことを示す．
２．材料と方法
京都大学瀬戸臨海実験所は，和歌山県西牟婁郡白浜
町の田辺湾湾口部南西端に位置する．1922年の開所以
来，海産無脊椎動物の多岐にわたる研究が行われ，ま
た，1930年より水族館を公開しており，多数の入場者
に利用されている．開所以来のタイプ標本はすでに
Harada（1991）によりまとめられているが，現在，研
究棟に保管されている貴重標本と，水族館の建物に保
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管されているその他の標本のリスト化が行われつつあ
る（伊勢戸・大和，私信）．著者らは，瀬戸臨海実験
所所蔵標本の十脚目甲殻類のリスト作成に参加した
際，オオシロピンノの標本3瓶のうち１瓶に，オオシ
ロピンノとともに宿主のイガイ類が保存されていたた
め，再同定を行った．なお，今回整理したカニ類標本
には，以前BRで始まる番号が付されていたが，リス
ト作成の際に，SMBL･ARTで始まる新番号が付された
（伊勢戸・大和，私信）．
3．結果
SMBL･ART-1248･（旧Br.･248）（図1,･2,･3）
ラベル情報
種名：･･Pinnotheres alcocki Rathbun　シロピンノモド
キ
日付：昭和14年2月（＝1939年2月）
採集地：Seto
同定結果
種名：･Arcotheres sinensis･（Shen,･1932）　オオシロピ
ンノ
標本：甲幅10.7mm，甲長7.6mmの抱卵雌と，甲幅
11.0mm，甲長7.4mmの抱卵雌の，２個体
記述：（甲幅10.7mm，甲長7.6mmの抱卵雌）甲の縦
横比が1：1.4を越え，日本産の近似種であるシロピン
ノPinnotheres parvurus･Stimpson,･1858，マルピンノP. 
cyclinus･Shen,･1932，およびヒラピンノ･Arcotheres･sp.･
に比較すると横長である．額から前鰓域，胃域にかけ
て大きく膨らむ．第３顎脚指節は前節の1/3程度の長
さで，その先端は前節先端に届かない．歩脚は第３歩
脚が最も長く，第３歩脚，第4歩脚，第２歩脚，第１
歩脚の順に続く．第３歩脚は左右非対称で，検討個体
は右が長い．第４歩脚指節先端内側に，櫛歯状の剛毛
列が２列並ぶ．これらの特徴は，A. sinensisに概ね一
致する．
備考：標本瓶には，同一個体の左右のムラサキイガ
イの殻が保存されていた．左殻はほぼ完全であり，殻
長65.7mm，殻幅36.1mmで，軟体部も残されていた．
京都大学瀬戸臨海実験所所蔵標本における，その他
のオオシロピンノは，以下の２点である．
SMBL･ART-1240　（旧Br.･240）
ラベル情報
種名：･Pinnotheres alcocki Rath　シロピンノモドキ
採集地：･Hatakezima
同定結果
種名：･Arcotheres sinensis･（Shen,･1932）　オオシロピ
ンノ
標本：甲幅10mm前後の抱卵雌
備考：標本瓶内に別ラベルがあり，何らかの標本番
号（No.･103）と日付（1936年7月4日）の記述とともに
宿主の情報（in･Mytilus･edulis）の記述があったが，殻
は保存されていなかった．標本の保存のため，瓶を開
封せずに外部より観察した．
SMBL･ART-1244　（旧Br.･244）
図1．･1939年に白浜町瀬戸で採集されたSMBL･ART-1248
（旧番号･Br.･248）．
Fig.･1.･･SMBL･ART-1248･ (former･specimen･number･Br.･
248)･collected･at･Seto,･Shirahama,･Wakayama･
Prefecture,･in･1939.
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図2．･SMBL･ART-1248に保存されていたムラサキイガイとオオシロピンノ．
Fig.･2.･･Mytilus galloprovincialis･and･Arcotheres sinensis･in･SMBL･ART-1248．
図3．SMBL･ART-1248に保存されていたオオシロピンノ2個体（方眼は5mmの正方形）．
Fig.･3.･Two･specimens･of･Arcotheres sinensis･in･SMBL･ART-1248（5mm･squares･for･scale）．
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ラベル情報
種名：･Pinnotheres sinensis･Shen
日付：1939年1月
採集地：Ezura
その他情報：in･Ostrea･shell
同定結果
種名：Arcotheres sinensis･（Shen,･1932）　オオシロピ
ンノ
標本：甲幅4.8mm～12.5mmの成熟雌９個体
備考：標本瓶に二枚貝類の殻は保存されていなかっ
た．
考察
SMBL･ART-1248（旧Br.･248）標本の存在により，
ムラサキイガイは日本への移入初期の1939年には，す
でにオオシロピンノにより寄生されていたことが明ら
かになった．文献上は，1932年の神戸港における記録
がムラサキイガイの初発見だとされるが，1930年前後
には神戸港や東京湾に侵入しており，1930年代の中頃
から後半に本州の太平洋沿岸，瀬戸内海沿岸に広まっ
たと推定されている（梶原，1985;･岩崎ほか，2004;･石
田ほか，2005）．石田ほか（2005）は，ムラサキイガ
イの日本への移入時期を標本に基づいて調査し，最古
の標本が1934年以前に広島で採集されたものであるこ
とを報告している．本標本は，1939年に紀伊半島南部
の田辺湾周辺にムラサキイガイが確実に分布していた
記録としても貴重である．なお，ラベルに記されてい
る採集地のSetoは瀬戸という瀬戸臨海実験所周辺を指
す地名であり，Ezuraは田辺湾南部に位置する江津良，
Hatakezimaは田辺湾中央に浮かぶ畠島である．
日本で最も普通に見られるカクレガニ類であるオオ
シロピンノArcotheres sinensis･（Shen,･1932）について，
はじめて和名が与えられたのは1936年の「日本蟹類図
説」においてであり，シロピンノモドキPinnotheres 
alcocki･Rathbun,･1910であるとされた（酒井，1936）．
Sakai･（1939）は，自身が･P. alcockiと同定していた種
が，P. sinensis･Shen,･1932･であるとしたが，和名につ
いては言及しなかった．それ以降，著者らが確認し
た限りでは，1965年になってはじめて，「新日本動物
図鑑」において，P. sinensisにオオシロピンノの和名
が使用されている（酒井，1965）．なお，Arcotheres属
はManning･（1993）により創設された属であり，日本
産のカクレガニ類からはオオシロピンノとヒラピン
ノArcotheres･sp.･が含まれる（Campos,･2001;･Ahyong･
and･Ng,･2007;･Watanabe･and･Henmi,･2009）．今回，観
察した３標本において，1936年採集のSMBL･ART-
1240と1939年採集のSMBL･ART-1248では，ラベルに”
Pinnotheres alcocki･Rathbun　シロピンノモドキ”と記
され，1939年採集のSMBL･ART-1244には”Pinnotheres 
sinensis･Shen”と記されていたが，いずれもオオシロ
ピンノであると同定された．ラベルにおける種名の相
違は，同定の時期が異なっていたことに起因する可能
性が高い．
SMBL･ART-1248には2個体の成熟メスが保存されて
いた．中国山東省のGuzhenying湾でムラサキイガイ
におけるオオシロピンノの寄生の影響を調査したSun･
et al.･（2006）によると，単独メス，単独オス，メスー
オスのペアで寄生する例がほとんどであり，複数のメ
スが同一宿主個体に寄生する例は1887例中17例のみで
あった．また，高知県浦ノ内湾でオオシロピンノの生
活史を調査したAsama･and･Yamaoka･（2008）によると，
ムラサキイガイよりも小型のムラサキインコに本種の
メスが複数個体寄生する例は1820例中１例も見られな
かった．この点で，SMBL･ART-1248は希少な例であっ
たか，１個体のみがムラサキイガイに寄生しており，
もう１個体は別のムラサキイガイか他の宿主より得ら
れ，同一の標本瓶に保存された可能性がある．
SMBL･ART-1240の内ラベルは，本個体がMytilus 
edulisに寄生していたことを示している．かつてムラ
サキイガイにMytilus edulisが当てられていた（桒原，
2001）ため，SMBL･ART-1240のオオシロピンノがム
ラサキイガイに寄生していた可能性が高い．すると，
1936年にすでに，オオシロピンノがムラサキイガイを
利用していたことになるが，宿主の標本を伴わないた
めに確実な証拠とはならない．また，SMBL･ART-1244
のラベルによると，オオシロピンノがOstrea･に寄生し
ていたことが示される．オオシロピンノはイガイ類の
ほかに，マガキCrassostrea gigas，ハマグリMeretrix 
lusoria，アサリRuditapes philippinarumなどからも採
集されている･（Sakai,･1976;･Takdeda･and･Konishi,･1988）．
Sakai（1976）では，マガキの学名としてOstreaを用い
ているため，本標本の宿主もマガキであったかもし
れないし，他のOstrea属のカキ類であったかもしれな
い．瀬戸臨海実験所所属標本でマガキの学名を確認し
ようと試みたが，マガキの殻標本に添えられたラベル
には和名の記述しかなく，情報は得られなかった．
1930年代の日本において，宿主特異性の低い在来性
のオオシロピンノが，新しく日本に移入したムラサキ
イガイを利用していたと考えられるが，このような
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状況は現在の高知県におけるミドリイガイと同じで
あり（Yamada･et al.,･2009），ニュージーランドにおい
て在来の宿主特異性の低いPinnotheres novaezelandiae
が外来種であるホトトギスガイを利用している状況
（Miller･et al.,･2008）とも符合する．ミドリイガイとホ
トトギスガイの例では，まだカクレガニ類の寄生率が
低く，ERHの示す天敵開放の状況であると考えられた
が，今回観察したムラサキイガイの標本では，ムラサ
キイガイの移入初期におけるオオシロピンノの寄生率
までの情報は得られなかった．つまり，オオシロピン
ノによるムラサキイガイの利用が，徐々に高まって現
在，高い寄生率となっているのか，移入初期から高い
寄生率であったのかは不明である．
ムラサキイガイはかつて日本中に分布を広げてい
たが，近年，暖帯域からは分布が縮小し，ミドリイ
ガイが増加している（大垣，2007;･山田ほか，2010;･
Kurihara･et al.,･2010）．このような外来イガイ類の種交
代の原因として，ムラサキイガイが冷水性でありミド
リイガイが暖水性であることから，近年の海水温の上
昇により説明されるかもしれない．また，オオシロピ
ンノの利用頻度が，ムラサキイガイで高く，ミドリイ
ガイで低いことによる，寄生の影響もあるかもしれな
い．移入種への在来寄生者の影響を明らかにするため
には，定期的に寄生者の定量と宿主特異性の調査を行
い，標本も残すことが必要である．また，寄生・共生
性の生物を標本とする際には，宿主の情報や寄生・共
生率の情報とともに，宿主の標本も確実に残すことを
心がけるべきである．
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Utilization of the non-indigenous mussel, Mytilus gallo-
provincialis, by the native pea crab Arcotheres sinensis in 
1930s revealed from the specimens in the museum of the 
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Abstract
We examined specimens of the pinnotherid crab 
Arcotheres sinensis collected in the 1930s in the museum 
of the Seto Marine Biological Laboratory, Kyoto 
University. Two specimens in one lot collected at Seto, 
Shirahama, Wakayama Prefecture, in 1939 were pre-
served with the host mussel Mytilus galloprovincialis. 
The specimens represent that the native generalist pea 
crab A. sinensis utilized the non-indigenous mussel M. 
galloprovincialis soon after its invasion to Japan.
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